
＜現地プログラム費用＞ 375,000 円 
（航空券：2026年 2月の参考料金 218,900円 諸費用込み） 

＜募集人員＞12 名（最少催行 10 名） (予約受付中) 

※ETA（カナダ入国事前申請日費用）、海外旅行傷害保険等は含みません 

※この事業はビクトリアに所在しますヴィエック・インターナショナル（VIEC、
本社東京）の全面的なご支援をいただいて実施します。また、現地でもス
タッフと一緒に活動しますので、町の様子や雰囲気を充分に楽しむことが
できます。 

※施設への訪問などは徒歩やバスなど公共機関を利用します。 
※ホームステイには申請料は 40,000 円含まれています、この手数料は現
地の規程によりいったん申請いたしますと返金できませんので予めご了
承ください。 

 
 

カナダ・ ビクトリアでホームステイ体 験  

大 学 ・ 大 学 院 ・ 短 大 ・ 専 門 学 生 の為 の  

＜期間＞2027年 2月か 3月 ＜現地 5泊 6日＞ 
   
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
                                              

ビクトリアの子育て中の日本人ママさん達と交流 

 
 
 
 

 ひにち 活 動 内 容（予定） 食  

1 

2027 年 

 

(月) 

※成田空港（WS 081 便）～カルガリ空港経由（WS 401 便）～ビ

クトリア空港。VIEC スタッフがお迎え、空港にてホストと対面、各

ホスト宅へ                        〈ホームステイ〉 

機 

Ｆ 

Ｄ 

 

2 
 

(火) 

各自バスにて VIEC に集合（お昼はホストのランチボックス） 

※２班（A・B）に分かれて各施設を訪問  

A）チャイルドケア 訪問 。B）NPO 施設訪問（又は森の幼稚園）  

A＋B）カナダ一般事情レクチャーとダウンタウンツアー  

VIECにて本日のまとめ／各自市バスにてステイ先へ〈ホームステイ〉 

Ｂ 

Ｌ 

Ｄ 

 

3 
 

(水) 

各自バスにて VIEC に集合（お昼はホストのランチボックス） 

A）NPO 施設訪問（又は森の幼稚園） B）チャイルドケア訪問   

A）私立の保育園訪問 B）州立大学又はカレッジ付属の保育園  

VIECにて本日のまとめ／各自市バスにてステイ先へ〈ホームステイ〉 

Ｂ 

Ｌ 

Ｄ 

 

4 
 

(木) 

各自バスにて VIEC に集合（お昼はホストのランチボックス） 

A）州立大学又はカレッジ付属の保育園訪問  

B）私立の保育園訪問＋交流会  

座談会：カナダ・ビクトリアの子育て中の日本人ママさん参加  

VIECにて本日のまとめ／各自市バスにてステイ先へ〈ホームステイ〉 

Ｂ 

Ｌ 

Ｄ 

 

5 
 

(金) 

各自バスにて VIEC に集合（お昼はホストのランチボックス） 

AM：グループ毎の発表会 

AM：ブッチャートガーデン見学 

各自市バスにてステイ先へ    〈ホームステイ〉 

Ｂ 

Ｌ 

Ｄ 

 

6 
 

(土) 

ホストと一緒にビクトリア空港に集合（WS 220 便）～カルガリー空

港経由（WS 080便）で成田空港へ＜機中泊＞ 

Ｂ 
機 

 

7 
 

(日) 
空港経由で成田空港到着。解散～お疲れ様でした～ 機 

 

＜告知＞

＜カナダの子育てについて＞  
カナダでは、子育て支援と言うよりむしろファミリ

ーサポートシステムが一番大きなプログラムになっ
ていまます。 
子育ての方法がわからない両親には子育ての方

法を教えたり、時には料理を教えたりすることもあり
ます。 
また、移民者や家族のいない人が、ひとりになら

ないようにお互いにサポートし合える関係作りもプ
ログラムに入っています。 
さらにカナダ政府自体も幼児保育に重点をお

き、お金がなくて充分なサービスが受けられないこ
とがないように、補助金の中でも一番大きな事業と
なっています。 
この視察に参加された方からは、「きめ細かい行

政のバックアップが必要なことは元より、待ちの子
育て支援から出向いていく子育て支援へ。様々な
意見を取り入れつつ、どの階層や年代や人種の区
別を越えて手が差し伸べられる相互扶助の精神
は、やはり日本より先進国、という印象を受けまし
た」とのメッセージをいただきました。 
カナダは、日本より幼児の人権がしっかりと保障

されていると言われています。具体的にはどのよう
なことか、今回もビクトリアにしっかりと腰をすえて学
びたいと思います。 
この機会に是非、ご参加下さい 

＊交通機関や現地の事情により実施日や視察・研修の内容が一部変更になる場合

がありますので、あらかじめご了解ください。 

＊食事（B:昼食、L:ランチボックス、D:夕食、F:自由食、機：機内食）となります。 

社 会 教 育 交 流 企 画 
代表:中能孝則（NPO法人森のようちえん全国ネットワーク連盟監事） 

電話 090-5558-1440 〒191-0053 東京都日野市豊田 4-42-56 

   e-mail: nakayoku-t@kg8.so-net.ne.jp 

ホームページ「社会教育交流企画」で検索 
後援：特定非営利活動法人 森のようちえん全国ネットワーク連盟 

（申請予定） 

＜企画・手配・現地協力＞ 

（株）ヴィエック・インターナショナル 
〒166-0015東京都杉並区成田東 5-39-12 榎本ビル 4F 

TEL：03-5347-2288 

mailto:nakayoku-t@kg8.so-net.ne.jp


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ この研修に参加された方には、ヴィエック・インターナショナル(VIEC)より、研修参加証明書が発行さ

れます。 

◆ 将来、幼児教育や森のようちえんや自然保育の仕事に携わりたい方には、おすすめの研修です。

  

＜学生の皆さんへ参加のおすすめ＞  

  日本の子どもの出生数は、2010 年が約 120 万人で、2050 年頃には約半数の 67 万人になると予測されています。
この現象は私達の予想をはるかに超えて少子化が進んでいることを裏付けています。この現象がこのまま進むと将来
の日本はどうなっていくのでしょうか。 

さて、私たちが訪問するカナダは建国当初より移民を受け入れている国ですが、カナダ政府はカナダ人の子どもも、
移民してきた子どもたちも、将来のカナダを担う宝物として育てるために様々な支援やサービスを提供しています。 

課題としては、日本と同じような少子化現象がありますが、子どもの人権をしっかりと保障しながら、子育て教育
に積極的に取り組んでいます。今回の研修では森のようちえんや療養型の保育や幼児教育の子育て支援現場の実際を
視察させていただき、日本の幼児教育に少しでもお役に立てればと願っています。 

また、この様な事業を実施するには、現地のことに詳しい機関が必要不可欠な条件ですが、幸い私どもは、カナダ
のビクトリアに所在します、ヴィエック・インターナショナル(VIEC)のご協力をいたき今回の事業を実施することが
可能となり、普通の視察とは一味違う中身の濃いプログラムでご案内できるものと自負しています。 

また、ビクトリアは世界五大美観都市のひとつといわれており、自由時間等を活用してのビクトリア市内や近隣の
公園の散策をはじめ、ブッチャートガーデンの訪問や、現地の皆さんとの交流をさせていただくなど、ビクトリアの
豊かな子育ての実際に触れると共に、カナダの自然を満喫していただきたいと思います。 

若いうちに海外の幼児教育の様子を学ぶことは今後の人生にも大きく役立つと思います。この機会に、お誘い合わ
せの上、ぜひご参加ください。        （NPO法人森のようちえん全国ネットワーク連盟監事 中能孝則） 

★訪問予定施設の紹介★ 
 

① 保健省管轄（公立）チャイルドケア 

BC 州の保健省が運営する小児医療センター

内にあるデイケアセンター（日本の保育園に相

当）です。このセンターは身体的、発達的、情緒

的、行動的な課題を持つ子どもたちとその家族に

さまざまなサービスを提供しています。 

② カナダ版森の幼稚園訪問 

子ども主体の遊びや自然の中での探求への愛

情を育むことに取り組む、非営利のコミュニティ団

体で。森林やビーチというユニークな学習環境を

提供し、指導は子ども主体の遊び中心の学習哲

学と、Forest School Canada によって訓練を受け

た経験豊富な教育者による指導を組み合わせて

います。 

③ 公立のカレッジ付属幼稚園 

ビクトリアにある Camosun 大学の Interurban

キャンパス内に位置する保育施設。利用者の約

70%が生徒、30%が教職員及び地域社会となっ

ています。  

④ カナダで子育中のママたちとの座談 

出産に対しては行政からの補助もあり不安はあ

りませんでした。カナダは男性が協力してくれて育

休もシェアすることができますし、出産にお金がか

かることがありません。病院は出産後 2日で退院さ

せられてしまいます。 

『ここでしかできない経験に出会って』 

カナダでの研修への参加をおすすめいたします 
 

Fuji こどもの家バンビーノの森  
副園長：横 田 聖 美 

 

2016 年 5 月にカナダ・ケロウナの幼児教育視察ツアーに参加し

て以来、2度目のカナダ訪問でした。 

2016 年に訪問したときに感じたことは、「子どもを持つ親の感覚

は日本人と近い気がする」「子育て支援施策とそれを利用した社会

状況は、今は日本の方が進んでいるように思うけれど、カナダには

熱量とスピード感があり、数年後には抜かされるだろう」という、大き

くは 2つでした。 

10 年ぶりにカナダ（ビクトリア）を訪問して、カナダで暮らす日本

人の親は、日本の親と同じような感覚を持っているが、違う物も受け

入れようとしていると感じました。それは最初に国の特徴として説明

してくださった、カナダは移民が多い国で様々な文化がモザイク的

にまとまっている。という話で腑に落ちる感じがしました。 

子育て支援施策については、10 年前とくらべ多くのことが整って

いると感じましたが、日本はまだ抜かれていないかもしれない。とい

うのが全体としての感想です。 

そして、驚いたことは、どの施設を訪問しても日本人の保育者が

働いていると言うことと、保育施設数が全く足りていないということで

す。 

 出生率は日本と大きく変わらないということでしたので、日本より少

し遅いタイミングで共働きが急速に進んでいるのではないかと思い

ました。ビクトリアは古い物と新しいものが混在しているけれど、とて

も綺麗で気候も過ごしやすい街で何度でも訪れたいと思う街です。 

貴重な体験になること間違いなしですので、是非ご参加ください。  


